
負荷変動に柔軟に対応するために
サーバーレス構成に移行を決断
ビジネスの急成長を支える基盤を確立

株式会社チカク

プロトタイピング時から AWS を選択
AWS Activate も活用して構築

スマートフォンで撮影した動画や写真を、
離れた実家にあるテレビで視聴できるサー
ビス『まごチャンネル』を提供する株式会社
チカク。自分の子供の動画や写真をスマー
トフォンアプリで撮影・送信すると、親であ
る祖父母世帯のテレビに設置したセット
トップボックスに直接送信される仕組みで
す。データ通信 SIM を内蔵しており、ネッ
トワーク環境の準備は不要。ケーブルをさ
すだけで、使い慣れたテレビのリモコンで
視聴ができるよう設計されています。
「私は淡路島で生まれ、3 世帯で暮らしてい
ました。その頃の生活が心の礎となってい
ます。しかし、大学進学で故郷を離れてから
は親になかなか会えなくなりました。現在
は子供が二人いますが、淡路島にいる親に
孫を会わせられる体験を作れないかと思
い、このサービスを企画しました」と語るの
は、株式会社チカクの代表取締役の梶原健
司 氏です。
スマートフォンやタブレットなどを使った
コミュニケーションは普及したものの、シ
ニア世代はうまく使いこなせないという課
題がありました。そこで梶原氏は誰もが使
えて臨場感もあるテレビに着目し、2015 
年にクラウドファンディングによって製品
化を実現、2016 年から一般販売を開始し
ました。
サービスのプロトタイプ開発時点から、柔
軟にリソースを伸張できるクラウドサービ

スに着目し、AWS を採用。スタートアップ
企業向けの支援サービス AWS Activate も
活用してシステムを構築していました。
チカクの共同創業者で、システム開発を担
当する桑田健太氏は「前職では名刺管理の 
Web サービスを開発しており、そこで  
AWS を使っていました。画像を大量に扱
い、プライバシーにも配慮することが共通
していたこと、価格の優位性などを考慮す
ると AWS 一択でした。スタートアップ企
業に無料のツールやリソースなどを提供い
ただける AWS Activate に関してはインフ
ラ代金のほか、AWS テクニカルサポートな
どオンサイトサポートなども利用させてい
ただきました」と語ります。

ユーザー増に伴いインフラ管理負荷が増大
サーバーレス化によって解決

サービス開始当初は、コンピューティング
リソースとして Amazon EC2 、データベー
スに Amazon RDS 、ユーザーのコンテンツ
保管に Amazon S3 によるシンプルな構成
でした。画像や動画を扱うため、各種データ
処理においても高い負荷がかかっており、
ユーザーが増えると負荷分散のためにサー
バー台数が増えていきました。
「それでもユーザーが増えるにつれ、画像や
動画データの処理がしきれず、エンジニア
が夜間や休日などにサーバーを追加すると
いった緊急対応する事態が発生していまし
た。特に、お盆、年末年始などの長期休暇と
平日の利用の差が大きく、サーバーの需要

予測がうまくいかない日々が続いていまし
た」（桑田氏）
また、同社には結婚して子供がいるスタッ
フも多く、休日や深夜など、時間外対応は、
大きな負担となっていました。こうした課題
を解消するため、ユーザーから送信される
画像と動画を処理する部分に AWS Lambda 
を採用し、負荷変動に柔軟に対応するシス
テムへ移行することを決断しました。
「当時、サーバーレス環境構築の経験がある
スタッフはいませんでしたが、これまでのノ
ウハウやドキュメントを参考にすることで、
無事構築できました。サーバーレスによっ
ておそらく、管理しなければならないサー
バーの台数は以前の 1 割程度まで減らせた
と思います。これによって精神的、経済的負
担も減らすことができました」（桑田氏）
同社では今後もさまざまな処理を切り出し
てサーバーレス化を進めていく予定だとい
います。

柔軟性のあるインフラを手に入れ
積極的なセールスが可能に

AWS Lambda によるサーバーレス構成は、
ビジネスにも好影響をもたらしています。
2016 年の一般販売から、サービス品質の
改善を優先した結果、解約率の低いサービ
スとして磨きをかけてきたといいます。同
時に蓄積してきたマーケティングの知見か
ら 2019 年後半より積極的なセールスを
展開し、ユーザー数が積み上がってきまし
た。コロナウイルスの影響でシニア層が対
面でのコミュニケーションがしにくくなっ
ている状況で、テレビでもサービスが大き
く紹介されるなど、さらに認知が広がって
います。
「おかげさまで 2020 年は、大きく契約を
伸ばしています。システムに制約がある状
況では、セールスにブレーキをかけざるを
得ませんでしたが、サーバーレス化によっ
て、セールスを伸ばすためのアクセルを思
いっきり踏むことができたと実感していま
す。一方で緊急対応の数は大きく減ってい
ます」（梶原氏）

さまざまな可能性を秘めた
『まごチャンネル』

『まごチャンネル』は、2020 年 7 月には大
阪府泉大津市の高齢者向け情報伝達の実証
実験に採用されています。家族からだけで
はなく、自治体から高齢者に対して行政情
報を届けるための取り組みです。
「コロナの影響で、自治体が高齢者向けの
ケアを対面でできなくなってしまいまし
た。そこで、自治体が自ら動画を作って配
信する、“デジタル回覧板”のような取り組
みを実施しました。実験の結果、自治体が
驚くほどの良い結果が出ました。高齢者が
動画を視聴するだけではなく、運動するな
どの行動にまでつながったのは驚きです」
（梶原氏）
さらに 2020 年 9 月には、「東京都スター
トアップ実証実験促進事業（PoC Ground 
Tokyo Project）」に参加し、最先端 IoT 領域
の実証実験採択企業に選出されました。
『まごチャンネル』の経験を活かし、高齢者
の方々でも簡単に使える、シニア向けテレ
ビ電話のプロトタイプの開発からユーザー
の検証が企業、自治体とともに行われてい
ます。
「まごチャンネルの端末は拡張性を持って
います。現在は、お子さんから実家のおじい
ちゃんやおばあちゃんに写真と動画を送る
だけですが、カメラやマイクをつけて双方
向でコミュニケーションできる、インタラ
クティブなビデオ通話サービスもできるの
ではと思い、実証実験に参加しました」（梶
原氏）
ビデオ通話機能においては、 AWS の ビデ
オチャットソリューションの  Amazon 
Chime SDK を活用したサービス化も検討
しているといいます。
今後の展望について「日本にはシニアのみ
世帯が 1300 万世帯以上あり、年々増え続
けています。私たちのサービスをより多く
の方々にお届けしたいと思っていますの
で、数百万ユーザーでの利用に耐えられる
スケーラブルなサービスにしていきたいと
思います」と梶原氏は語ります。

スマートフォンで撮影した動画や写真をテレビで楽しむためのサービス『まごチャンネ
ル』の開発・運営を行う株式会社チカク。2016 年の一般販売以降、順調に利用者数
を伸ばしています。特に 2020 年にはコロナ禍での対面自粛といった背景もあり、利
用者が急増しています。その影響により、サーバー負荷変動に対する対策とサーバー
管理の負荷増大という 2 つの課題に直面していました。そこで、同社は、AWS 
Lambda によるサーバーレス化を決断。ビジネスの急成長を支える基盤を確立しま
した。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  Amazon S3
●  AWS Lambda
●  Amazon ECS
●  Amazon RDS
●  Amazon DynamoDB
●  Amazon SNS
●  AWS IoT
●  Amazon Kinesis

ビジネスの課題
● サーバー数が増え、管理や開発に手間
がかかっていた

● 負荷が増えた際のサーバー増強など
の対応が従業員の負担に

● 急激な事業成長に耐えうるシステムの
構築

AWS を選択した理由
● コンピューティングリソースの柔軟性
● 利用者のプライバシーに配慮した
セキュリティ面での知見

● 導入事例の豊富さと信頼性

AWS 導入後の効果と今後の展開
● サーバーレスのシステムを開発し、
急激な需要に耐えられるように

● サーバーレス化をさらに進め、管理業
務やコストを削減

● 端末の拡張性を活かし、テレビ電話
サービスを新規開発

お客様導入事例：IoT スタートアップ
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「システムに制約があると、需要が高まってもセールスを伸ばすことができ
ません。AWS Lambda によるサーバーレス化で制約がなくなり、思いっきり
事業のアクセルを踏めるようになりました」

株式会社チカク　代表取締役　梶原 健司 氏
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株式会社チカク
代表取締役

梶原 健司 氏

株式会社チカク
共同創業者

桑田 健太 氏

カスタマープロフィール

株式会社チカク
● 設立年月日：2014 年 3 月 12 日
● 従業員数： 20 名
● 事業内容：スマートフォンで撮影した動
画や写真を実家のテレビに直接送信・
視聴できるサービス『まごチャンネル』
の開発・運営


